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わが
を
語
る

市
新
た
な
北
海
道
の
玄
関
口
と
し
て

　

北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
す
る
北
斗

市
は
、
平
成
18
年
２
月
に
、
旧
上か
み
い
そ磯

町

と
旧
大
野
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
道

内
35
番
目
の
市
で
す
。
本
年
２
月
１
日

に
は
合
併
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
名
に
は「
北
の
大
地
に
さ
ん
ぜ
ん
と

光
り
輝
く
北
斗
星
の
よ
う
に
、他
の
市
町

村
の
範
と
な
る
と
同
時
に
、個
性
を
失
わ

ず
独
自
の
輝
き
を
も
つ
ま
ち
づ
く
り
を
」

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

道
内
に
あ
っ
て
は
降
雪
量
が
少
な

く
、
温
暖
な
気
候
と
肥ひ
よ
く沃

な
大
地
に
恵

ま
れ
、
函
館
湾
に
面
す
る
前
浜
か
ら
と

れ
る「
ホ
ッ
キ
貝
」
は
、
伝
統
漁
法
で

あ
る
ヤ
ス
を
用
い
た
突
き
漁
で
有
名
な

本
市
の
特
産
品
で
す
。
ま
た
、
北
海
道

水
田
発
祥
の
地
と
し
て
、
古
く
か
ら
稲

作
が
行
わ
れ
て
い
る
本
市
で
誕
生
し
た

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」は
、
米
の
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
で
特
Ａ
の
最
高
評
価
を
得
た
ブ

ラ
ン
ド
米
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
特
産
品

を
組
み
合
わ
せ
た「
ず
ー
し
ー
ほ
っ

き
ー
」は
、本
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
操
業
１
３
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
ち
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
も
の
と

し
て
は
国
内
最
古
と
な
る
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
㈱
上
磯
工
場
が
立
地
し
、
地
域
の

経
済
・
産
業
・
雇
用
を
支
え
る
な
ど
、
一

次
産
業
と
商
工
業
を
中
心
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、平
成
28
年
３
月
に
は
、北
海

道
新
幹
線「
新
函
館
北
斗
駅
」
が
開
業

し
、
新
た
な
北
海
道
の
玄
関
口
と
な
り

ま
し
た
。本
市
で
は
、開
業
効
果
を
持
続

的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
的
に
知

名
度
の
高
い
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
や
、

新
た
な
観
光
資
源
で
あ
る
北
斗
桜
回

廊
、
き
じ
ひ
き
高
原
な
ど
を
生
か
し
た

観
光
振
興
や
、
駅
前
の
企
業
誘
致
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
は
、大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
が
、
市
内
三
ツ
石
地
区
に

開
設
し
た
ワ
イ
ン
醸
造
用
の
ブ
ド
ウ
園

「
グ
ラ
ン
ポ
レ
ー
ル
北
海
道
北
斗
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
」な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
地
域

振
興
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
負
け
な
い�

ま
ち
づ
く
り

　

現
在
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
展
が
、
全
国
的
に
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道

新
幹
線
が
開
業
し
た
本
市
も
、
緩
や
か

に
人
口
減
少
が
進
み
、
そ
の
対
策
が
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
問
題
へ
の
取

り
組
み
の
柱
で
あ
る「
子
育
て
支
援
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
国
に
先
ん
じ
て

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
強
み
を
生

か
し
、
妊
産
婦
の
健
診
や
子
ど
も
医
療

費
助
成
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
な

ど
、
全
国
的
に
も
高
い
水
準
の
子
育
て

躍
動
す
る
都
市　

北
斗
市
の
創
生
に
向
け
て

北ほ

く

と斗
市（
北
海
道
）�

 

北
斗
市
長
　
池い

け

だ田
達た

つ

お雄
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北斗桜回廊でのライトアップ（法亀寺しだれ桜）

新たな北海道の玄関口・新函館北斗駅
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支
援
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
幼
児
教
育
無
償
化
に
よ
る
保
育

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
保
育
士
の
人
材
バ
ン
ク
を
開
設
す

る
な
ど
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
育
児
、
子
育

て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
施
策
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
促
進
対
策
に
つ

い
て
は
、
粘
り
強
く
進
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
本
市

の
魅
力
や
優
位
性
を
内
外
に
発
信
し
、

本
市
が
選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
な
認
知

度
を
よ
り
高
め
る
と
と
も
に
、
令
和
３

年
度
に
は
、
大
学
な
ど
を
卒
業
後
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
で
本
市
に
移
住
し
、
就
職

し
た
方
の
奨
学
金
償
還
を
支
援
す
る
制

度
を
創
設
す
る
な
ど
、
若
年
層
の
北
斗

市
回
帰
と
社
会
動
態
の
増
加
を
図
る
こ

と
で
、
人
口
減
少
に
負
け
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス�

感
染
症
を
乗
り
越
え
て

　

昨
年
、
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
い

ま
だ
収
束
を
見
通
せ
ず
、
わ
が
国
で
も

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

下
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ま
へ
必
要
な
支
援
を
行
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
12
弾
に
わ
た
る
対
策
を

講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
下
支
え
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
大

き
い
市
内
飲
食
店
や
小
売
店
な
ど
へ
の

支
援
と
消
費
喚
起
を
目
的
に
、
全
市
民

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
す
る「
地
域
経

済
緊
急
対
策
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
」は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
職
員
、
高
齢

者
施
設
・
障
が
い
者
施
設
の
新
規
利
用

者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
助
成
な
ど
も

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
向
け
た
体
制
に
万
全

を
期
す
こ
と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
を

図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
情
報
に
基
づ

い
た
的
確
な
広
報
・
注
意
喚
起
を
行
う

こ
と
で
、
感
染
者
や
そ
の
家
族
、
医
療

関
係
者
な
ど
の
方
々
へ
の
、
い
わ
れ
の

な
い
偏
見
や
差
別
、
心
な
い
誹ひ
ぼ
う謗
中
傷

を
防
止
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と

な
っ
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
本
来
、

最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
少
子
高
齢
化

お
よ
び
人
口
減
少
問
題
、
さ
ら
に
は
新

函
館
北
斗
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
防

災
体
制
の
確
立
な
ど
、
本
市
が
抱
え
る

行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
政
運
営

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

きじひき高原パノラマ展望台からの絶景

北斗市長

池田達雄

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

札幌市

北斗市

◆ 

面
積　
　

３
９
７
・
44
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
５
５
８
９
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
２
３
０
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ほ
っ
と
す
る　

く
ら
し
が

あ
る　

と
も
に
す
す
め
る
ま
ち
づ
く
り

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北

斗
駅
の
開
業
に
よ
り
、
新
た
な
北
海
道
の
玄

関
口
と
し
て
発
展
す
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
２
月
１
日
、
上

磯
町
、
大
野
町
の
２
町
が
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
ホ
ッ
キ
貝
、
ふ
っ
く
り
ん
こ
、

ト
ラ
ピ
ス
ト
ク
ッ
キ
ー
、
マ
ル
メ
ロ

〔
観
光
〕
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
、
き
じ
ひ
き

高
原
、
法ほ

う
き
じ

亀
寺
し
だ
れ
桜
、
松ま
つ
ま
え
は
ん
へ
き
り
ち

前
藩
戸
切
地

陣じ
ん
や屋
跡

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
北
斗
桜
回
廊
、
北
斗
陣
屋
桜

ま
つ
り
、
北
斗
紅
葉
回
廊
、
茂も

へ

じ
辺
地
さ
け
ま

つ
り
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わが
を
語
る

市
自
然
豊
か
な
生
活
創
造
都
市

　

み
ど
り
市
は
、
平
成
18
年
３
月
27
日

に
笠か
さ
か
け懸

町
、
大お

お
ま
ま

間
々
町
、
東あ

ず
ま

村
の
３
町

村
が
合
併
し
、
群
馬
県
で
48
年
ぶ
り
に

12
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

群
馬
県
の
東
部
に
位
置
し
、
北
部
は
足

尾
山
地
が
連
な
り
、
そ
こ
を
源
と
す
る

渡わ
た
ら
せ

良
瀬
川
が
市
を
南
北
に
流
れ
、
南
部

に
は
平
た
ん
な
大
間
々
扇
状
地
が
広
が

る
、
市
名
の
と
お
り

緑
豊
か
な
田
園
都
市

で
す
。

　

市
内
に
は
、
日
本

で
初
め
て
縄
文
時
代

以
前
に
人
類
が
存
在

し
た
こ
と
を
証
明
し

た「
岩い
わ
じ
ゅ
く宿遺

跡
」や
関

東
の
耶や
ば
け
い

馬
渓
と
称
さ

れ
る「
高
津
戸
峡
」、

そ
し
て
見
る
人
の
心

を
癒
や
す「
富
弘
美
術
館
」、
江
戸
時
代

か
ら
続
く「
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
」
な

ど
、
先
人
た
ち
が
残
し
た
歴
史
や
自

然
、
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
足
尾
銅
山
の
銅
を
運

ぶ「
あ
か
が
ね
街
道
」
の
宿
場
町
と
し

て
、
ま
た
、
生
糸
の
集
散
地
と
し
て

人
々
の
行
き
交
う
場
所
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
南
北
に
は
栃
木
県
日
光

市
か
ら
東
京
都
ま
で
つ
な
が
る
国
道

１
２
２
号
や
、
市
の
中
央
部
か
ら
東
京

都
内
へ
と
つ
な
が
る
東
武
鉄
道
桐
生
線

―
伊
勢
崎
線
な
ど
、
恵
ま
れ
た
交
通
網

に
よ
っ
て
周
辺
都
市
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、
地
域
の
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す

子
育
て
支
援
と
特
色
あ
る
教
育

　

本
市
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

る
政
策
が
、
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充

実
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
29

年
度
か
ら
市
内
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
費
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
４
月
に
は
学
校
給
食
で

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提
供
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
、

学
校
給
食
を
通
じ
て
、「
食
事
の
大
切

さ
」や「
食
事
の
楽
し
さ
」を
知
る
た
め

の
教
材
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。
食
育
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
市
の
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
全
小
中
学
校
で
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
を
活
用
し
た
質
の
高
い
授
業
、

そ
し
て
以
前
か
ら
交
流
の
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
授
業
を
実
施
し
、
学
習
の
成
果

を
実
感
す
る
こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
る

教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
、
人
々
を
魅
了

す
る「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
」

　

観
光
政
策
も
本
市
の
重
要
な
政
策
の

一
つ
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
有
数
の
観

光
地
で
あ
る
栃
木
県
日
光
市
と
本
市
を

結
ぶ「
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
」
は
、
市

の
観
光
業
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
一
つ

で
す
。
中
で
も
、
渡
良
瀬
川
の
渓
谷
美

と
新
緑
や
桜
の
開
花
、
紅
葉
と
い
っ
た

四
季
折
々
の
風
景
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

楽
し
め
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
、
県
内
外

に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
、
人
と
ひ
と
と
が

助
け
合
う
豊
か
な
ま
ち
へ

み
ど
り
市（
群
馬
県
）�

 

み
ど
り
市
長
　
須す

と

う藤
昭あ

き

お男
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岩宿博物館とみどり市広報宣伝部長「みどモス」

関東の耶馬溪ともたたえられる高津戸峡
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ま
た
、
本
市
は
市
域
北
部
で
隣
接
し

て
い
る
栃
木
県
日
光
市
の
日
光
東
照
宮

と
、
群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
富
岡
製
糸

場
の
二
つ
の
世
界
遺
産
を
結
ぶ
ル
ー
ト

の
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

こ
れ
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
と
位
置
付

け
、
国
内
外
の
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
、

本
市
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
自
然
・
食
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
い
、
首
都
圏
か

ら
の
観
光
周
遊
コ
ー
ス
を
造
成
す
る
な

ど
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
た

産
業
の
育
成
と
脱
炭
素
社
会

の
実
現

　

本
市
は
、
北
部
地
域
を
中
心
に
市
域

全
体
の
約
８
割
が
森
林
で
す
。
こ
の
豊

富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
産

業
の
育
成
や
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
、

林
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
地
域
材
加
工
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
地
域
材
の
流
通
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
製
材
の
際
に
出
る

端
材
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
製
造
設
備
を
導
入
し
、
生
産

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

林
業
の
担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
、
全
国
各
地
か
ら
林
業
へ
の
関

心
が
高
い
隊
員
を
集
め
、
地
元
林
業
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
隊
員
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
き
、
次
世
代
を
担
う
林
業
家
を

育
成
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
産

業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
伐

採
後
の
計
画
的
な
植
林
が
必
要
で
す
。

平
成
30
年
４
月
に
は
、
国
や
県
、
地
元

森
林
組
合
の
協
力
の
下
、
住
友
林
業
株

式
会
社
に
よ
り「
わ
た
ら
せ
樹
木
育
苗

セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
年
間
約
10
万
本
の
カ
ラ
マ
ツ
の
苗

木
を
生
産
し
て
お
り
、
地
元
雇
用
の
創

出
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

生
産
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
化
石
燃

料
よ
り
価
格
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、

農
業
が
盛
ん
な
本
市
の
特
性
を
生
か

し
、
施
設
園
芸
農
家
へ
の
木
質
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
推
進
し
利
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
安
定
化

に
つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
に
つ
い
て
も
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪ま
き

ス
ト
ー
ブ
購
入

費
の
補
助
に
取
り
組
み
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
も
た
ら
す

好
循
環
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
く
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能

な
地
域
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
発
展
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

わたらせ渓谷鐵道と満開の花桃

重機を使用して作業する地域おこし協力隊

◆ 

面
積　
　

２
０
８
・
42
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
１
４
７
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
１
０
３
２
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
輝
く
ひ
と　

輝
く
み
ど
り　

豊
か
な
生
活
創
造
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
渡
良
瀬
川
の
清
流
や
渓
谷

美
、
足
尾
山
地
か
ら
連
な
る
山
々
な
ど
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
３
月
27
日
に
笠

懸
町
、
大
間
々
町
、
東
村
が
合
併
し
誕
生

〔
特
産
品
〕
ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ナ
ス
、

乾
燥
芋
、
干
し
柿

〔
観
光
〕
小こ

な
か中
大
滝
、
富
弘
美
術
館
、
小お
だ
い
ら平

の
里
親
水
公
園
、
高
津
戸
峡
、
岩
宿
博
物
館
、

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
カ
タ
ク
リ
さ
く
ら
ま
つ
り
、

小さ

や

ど
夜
戸
・
大お
お
は
た畑
花
桃
ま
つ
り
、
大
間
々
祇
園

ま
つ
り
、
草
木
湖
ま
つ
り
、
笠か
さ
か
け懸
ま
つ
り
、

ひ
ま
わ
り
の
花
畑
ま
つ
り
、関
東
菊
花
大
会
、

草
木
湖
一
周
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

みどり市長

須藤昭男

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

前橋市

みどり市
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わが
を
語
る

市
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち�

「
お
う
み
は
ち
ま
ん
」

　

近
江
八
幡
市
は
琵
琶
湖
の
東
岸
、
滋

賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
日
本
で

唯
一
の
淡
水
湖
に
浮
か
ぶ
有
人
島
で
あ

る
沖
島
や
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録

湿
地
で
あ
る
西
の
湖
が
あ
り
、
国
の
重

要
文
化
的
景
観
と
し
て
全
国
第
１
号
の

選
定
を
受
け
た
美
し
い
水
郷
の
景
色
が

広
が
る
な
ど
、
唯
一
無
二
の
自
然
環
境

を
有
し
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
農
業
が

盛
ん
で
、
水
稲
だ
け
で
な
く
、
都
市
部

に
も
出
荷
さ
れ
る
質
の
高
い
野
菜
の
栽

培
や
、
日
本
三
大
和
牛
の
一
つ
で
あ
る

近
江
牛
の
畜
産
業
が
営
ま
れ
て
い
る
県

内
有
数
の
農
業
地
域
で
す
。
近
年
は
、

果
樹
栽
培
や
、
安
全
で
持
続
可
能
な
農

業
を
実
践
す
るGLO

BA
LG.A

.P
認
証

の
取
得
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
る
歴
史
深
い
地

域
で
、
中
世
以
降
は
旧
中
山
道
や
街
道

が
交
わ
る
陸
上
交
通
と
、
湖
上
交
通
の

要
衝
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
織
田
信
長
公

の
安
土
城
や
豊
臣
秀
次
公
の
八
幡
山
城

も
築
か
れ
、
現
在
に
続
く「
ま
ち
」
が

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
行
商
か
ら
全
国
各

地
に
進
出
し
名
を
は
せ
た
、
近
江
商
人

で
あ
る「
八
幡
商
人
」
発
祥
の
地
で
も

あ
り
、「
三
方
よ
し
」
の
精
神
は
今
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
に
は
、
数
多
く
残
る
各
時
代

を
彩
る
史
跡
、
時
代
劇
の
ロ
ケ
地
と
し

て
も
有
名
な
八
幡
堀
、
人
々
の
な
り
わ

い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
商
家
の
街

並
み
、
本
市
を
拠
点
に
国
内
外
に
多
く

の
名
建
築
を
残
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
建

築
物
群
、
県
内
で
最
も
集
客
を
誇
る

「
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」な
ど
が
あ

り
、
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
で
京
都
ま
で
35
分
、
大

阪
ま
で
１
時
間
余
り
と
い
う
京
阪
神
へ

の
通
勤
圏
で
あ
り
、
県
内
の
事
業
所
へ

の
通
勤
も
し
や
す
く
、
商
業
施
設
も
充

実
す
る
利
便
性
の
高
い
ま
ち
と
し
て
今

も
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

　

よ
り
多
く
の
方
に
近
江
八
幡
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
市
で

は
国
内
外
へ
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
市
の
公
式Y

ouT
ube

チ
ャ

ン
ネ
ル
に
は
、
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
）で
安
土
城
を
再
現
し
た

動
画
や
、
滋
賀
県
出
身
の
女
優
で
あ
る

堀
田
真
由
さ
ん
を
起
用
し
て
制
作
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
を
ア
ッ
プ
し
、
多
く
の
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
役
と
な
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ハ
ー
ト
フ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

近お
う
み
は
ち
ま
ん

江
八
幡
市（
滋
賀
県
）�

 

近
江
八
幡
市
長
　
小こ

に

し西
　
理お

さ
む

3

VR安土城

春の水郷巡り



市政 APRIL 202121

　

ま
た
、
近
江
牛
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
お
か
げ
さ

ま
で
大
変
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
の
魅
力
の
一
つ
に
、

地
域
で
継
承
し
て
き
た「
ま
つ
り
」
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
国
の
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る「
近
江
八
幡
の
火
祭

り
」
と
し
て
、
八
幡
ま
つ
り
や
篠
田
の

花
火
な
ど
と
と
も
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
左さ
ぎ
ち
ょ
う

義
長
ま
つ
り
」
は
天
下
の
奇
祭
と

し
て
名
高
く
、
毎
年
の
干え

と支
を
モ
チ
ー

フ
に
、
食
品
を
材
料
に
し
て
精
巧
に
作

り
上
げ
ら
れ
る

「
ダ
シ
」や
、
化
粧

を
し
た
若
衆
が
ま

ち
を
練
り
歩
く
勇

壮
華
麗
な
様
子
は

必
見
で
す
。
残
念

な
が
ら
、
本
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
縮
小
開
催

と
な
り
ま
し
た

が
、
湖
国
に
春
を

呼
ぶ
こ
の
祭
り
が

以
前
の
よ
う
に
再

開
で
き
る
こ
と

を
、
市
民
は
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
は
、
八
幡
商
人
の
屋
敷

が
多
く
残
り
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
る
エ

リ
ア
を
中
心
に「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
２
０
２
０
」が
行
わ
れ
、コ
ロ

ナ
禍
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年

に
１
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
町
家
の
伝

統
的
な
た
た
ず
ま
い
と
現
代
美
術
が
融

合
し
た
ア
ー
ト
の
魅
力
に
触
れ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
町
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
カ
フ
ェ
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
活
用

さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
き
良
き
伝
統
と

文
化
を
守
り
つ
つ
、
新
た
な
付
加
価
値

を
生
み
出
す
土
壌
が
あ
る
こ
と
も
、
大

切
な
ま
ち
の
魅
力
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

ま
ち
の
将
来
像
を
描
く

　

本
市
の
人
口
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す

が
、
出
生
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

将
来
的
に
人
口
減
少
の
局
面
に
入
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

こ
れ
ま
で
も
熱
心
な
市
民
活
動
や
、
市

民
と
行
政
と
の
協
働
と
い
っ
た
人
の
つ

な
が
り
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

課
題
を
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
未
来
に

向
け
、
市
民
の
持
つ
力
を
よ
り
引
き
出

せ
る
よ
う
、
多
種
多
様
な
課
題
に
直
接

支
援
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
、
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
推

進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
い
っ
た
新
た
な

手
法
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に

人
と
人
と
が
つ
な
が
る
ま
ち
を
形
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
に
向
け
、
市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
施
や
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域

経
済
の
回
復
へ
の
迅
速
な
対
応
は
も
ち

ろ
ん
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
イ
ン
フ

ラ
の
更
新
な
ど
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応

え
つ
つ
、
本
市
の
持
つ
多
彩
な
魅
力
あ

る
資
源
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
こ
と

で
、
引
き
続
き
多
く
の
皆
さ
ま
に
愛
さ

れ
る
近
江
八
幡
市
を
目
指
し
、
未
来
志

向
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

堀田真由さんが出演する市PR動画

近江八幡市公式YouTubeチャンネル
QRコード

◆ 

面
積　
　

１
７
７
・
45
㎢
（
う
ち
琵
琶
湖
76
・
03
㎢
）

◆ 

人
口　
　

８
万
２
３
１
５
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
４
５
２
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
が
つ
な
が
り　

未
来
を

つ
む
ぐ
「
ふ
る
さ
と
近
江
八
幡
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
京
阪
神
地
域
へ
の
通
勤
圏

で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
の
歴
史
資
産
や
水
郷

の
風
景
な
ど
、
歴
史
と
文
化
、
豊
か
な
自
然

を
身
近
に
感
じ
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
22
年
３
月
21
日
、
近

江
八
幡
市
と
安
土
町
と
の
１
市
１
町
合
併

〔
特
産
品
〕
近
江
牛
、
近
江
米
、
湖
魚
、
鮒

ず
し
、
で
っ
ち
羊よ

う
か
ん羹
、
赤
こ
ん
に
ゃ
く
、

丁ち
ょ
う
じ
ふ

子
麩
、
木も
く
じ
ゅ珠
、
八
幡
靴
、
竹
細
工
、
ヨ
シ

加
工
品

〔
観
光
〕
八
幡
堀
、
安
土
城
跡
、
日ひ

む
れ
は
ち

牟
禮
八

幡ま
ん
ぐ
う宮

、
長
命
寺
、
観
音
正
寺
、
沖
島
、
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
建
築
、
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
左
義
長
ま
つ
り
、八
幡
ま
つ
り
、

篠
田
の
花
火
、
あ
づ
ち
信
長
ま
つ
り
、
八
幡

堀
ま
つ
り
、
水
郷
の
里
マ
ラ
ソ
ン
、
伊
崎
の

棹さ
お

飛
び

近江八幡市長

小西　理

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大津市
近江八幡市
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わが
を
語
る

市
市
の
概
要

　

那
覇
市
は
、
沖
縄
本
島
の
南
西
部
に

位
置
し
、
西
側
は
東
シ
ナ
海
に
面
し
、

南
北
お
よ
び
東
側
は
他
の
市
町
と
接
し

て
い
ま
す
。市
域
は
、東
西
に
10
・
９
㎞
、

南
北
に
８
㎞
、
総
面
積
が
41
・
42
㎢
で
人

口
約
32
万
人
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
を
中
心
と
す
る
２
０
０
０
㎞
の
円

周
域
に
は
、
東
京
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
、
香

港
、
ソ
ウ
ル
、
北
京
、マ
ニ
ラ
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
の
各
都
市
を
結
ぶ
要
衝
の
地
点

が
あ
り
、
日
本
と
ア
ジ
ア
各
都
市
を
結

ぶ
懸
け
橋
と
し
て
好
条
件
な
位
置
に
あ

り
ま
す
。

　

琉
り
ゅ
う
き
ゅ
う球
王
国
の
王
都
・
商
都
と
し
て
古

く
か
ら
栄
え
て
き
た
本
市
は
、
戦
争
に

よ
り
市
街
地
に
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
軍
用
地
の
段
階
的
な
返
還

と
合
わ
せ
た
市
街
地
の
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、 

官
公
庁
施
設
や
オ

フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
、
教
育
施
設
、
文

化
施
設
な
ど
多
様
な
都
市
機
能
が
集
積

し
、
沖
縄
県
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
地
と
し
て
、
復
興
・
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
空
港
、
港
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
の
交
通
結
節
点
、
琉
球
王
朝

時
代
を
物
語
る
首
里
城
公
園
、
識し
き
な
え
ん

名
園

を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
・
文
化
遺
産
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
や
緑
豊
か
な
公
園

な
ど
の
貴
重
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
多

様
な
地
域
資
源
が
混
然
一
体
に
な
っ
て

都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

「�

笑
顔
広
が
る
元
気
な
ま
ち�

Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
」を
目
指
し
て

　

本
市
で
は
、
平
成
30
年
３
月
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
次
の
１
０
０
年

を
見
据
え
な
が
ら
、
第
５
次
那
覇
市
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
、
市
民
と
行
政
が
共
に

目
指
す
べ
き
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
と
し
て「
な
は
で
暮
ら
し
、
働
き
、

育
て
よ
う
！
笑
顔
広
が
る
元
気
な
ま
ち

Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
〜
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
市
民

力
〜
」
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
の
姿
勢

と
し
て
、
そ
の
担
い
手
一
人
一
人
を
結

び
付
け
る「
協
働
・
平
和
・
共
生
・
活
力
・

共
鳴
」の
五
つ
の「
絆
」を
示
し
ま
し
た
。

　
「
な
は
で
暮
ら
し
、
働
き
、
育
て
よ

う
！
」
の
言
葉
に
は
、
人
の
一
生
を
支

え
、
見
守
る
ふ
る
さ
と
を
み
ん
な
で
創

り
上
げ
よ
う
と
い
う
温
か
い
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
形
に

し
て
い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
一
人
一
人
の「
絆
」
を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
が
、
私
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
本
計

画
に
掲
げ
た
一
つ
一
つ
の
施
策
を
着
実

に
進
め
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
幅

広
く
展
開
す
る
施
策
の
成
果
が
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
や

が
て
面
と
し
て
、
市
全
域
に
広
が
る
こ

と
を
意
識
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
制
施
行
１
０
０
周
年

　

本
市
は
、
本
年
５
月
20
日
に
市
制
施

市
制
施
行
１
０
０
周
年

「
故ふ

る

き
を
温た

ず

ね
、
行
動
を
起
こ
す
」

那な

は覇
市（
沖
縄
県
）�

 

那
覇
市
長
　
城し

ろ

ま間
幹み

き

こ子

4

首里城公園内にたたずむ琉球王朝時代を物語る「守礼門」

那覇の歴史と文化の象徴として「首里城」を
モチーフとした市制100周年記念事業ロゴマーク



市政 APRIL 202123

行
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
１
０
０

年
の
道
の
り
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

戦
後
の
復
興
か
ら
、
米
国
軍
に
よ
る
統

治
、
そ
し
て
祖
国
復
帰
を
果
た
し
て
、

平
和
と
自
治
を
希
求
す
る
市
民
の
力
に

よ
っ
て
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
し
、
こ
の
１
０
０
年
で
県
都
、
商
都

と
し
て
の
風
格
を
備
え
た
都
市
へ
と
発

展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
、
本
市
の
文
化
芸

術
の
創
造
発
信
拠
点
と
な
る
施
設「
那

覇
文
化
芸
術
劇
場
な
は
ー
と
」が
10
月

31
日
に
開
館
し
ま
す
。
そ
の
日
は
く
し

く
も
２
年
前
、
首
里
城
正
殿
が
焼
失
し

た
日
で
あ
り
ま
す
。
琉
球
文
化
芸
術
の

創
造
の
礎
で
あ
り
、
県
民
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
首
里
城
の
１
日
も
早
い

復
元
へ
の
願
い
と
、「
な
は
ー
と
」が
文

化
・
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
よ
う
強

い
思
い
を
込
め
て
お
り
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
と「
な
は
ー
と
」
開
館

の
記
念
合
同
式
典
と
こ
け
ら
落
と
し
の

舞
台
は
、
本
市
の
誇
る
人
間
国
宝
や
国

指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
祝
賀

の
琉
球
古
典
舞
踊
や
、
次
世
代
を
担
う

若
手
実
演
家
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
が

企
画
・
提
案
し
、
実
施
す
る
事
業
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
本
市
の
歴
史
を
題
材

に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
本
市
発
祥
の

空
手
演
武
な
ど
の
文
化
芸
能
、
自
治
会

な
ど
が
主
催
す
る
地
域
の
歴
史
や
民
俗

を
知
る
イ
ベ
ン
ト
、
商
店
街
や
通
り
会

な
ど
に
よ
る
沖
縄
の
食
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
催
し

が
市
民
協
働
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
全
体
で
市
制
１
０
０
周
年
を
祝

う
機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

「
温
故“
起
”新
」の
精
神
で�

行
動
を
起
こ
す

　

市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
本

市
は
、
か
つ
て
の
琉
球
王
国
の
王
都
で

あ
り
、
大
交
易
時
代
に
お
け
る
ア
ジ
ア

の
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
在

も
32
万
人
規
模
の
人
口
を
有
す
る
沖
縄

県
の
県
都
と
し
て
、
政
治
、
経
済
、
文

化
、
教
育
、
行
政
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
フ

ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
や
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
に
学
び
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
知

識
を
導
く
こ
と
を
意
味
す
る
温
故
知

新
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ

の
言
葉
に
、
新
た
な
行
動
を
起
こ
し
挑

戦
し
て
い
く
と
い
う
思
い
を
重
ね「
温

故“
起
”
新
」
と
表
し
、
市
制
施
行

１
０
０
周
年
の
節
目
を
契
機
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
行
動
を
起
こ
し
、

未
来
へ
続
く
道
を
一
歩
、
ま
た
一
歩
と

進
ん
で
ま
い
る
決
意
で
す
。

文化芸術の創造発信拠点となる施設「那覇文化芸術劇場なはーと」

那覇市長

城間幹子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

那覇市

◆ 

面
積　
　

41
・
42
㎢

◆ 

人
口　
　

32
万
３
１
９
人

◆ 

世
帯
数　

15
万
５
１
５
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
な
は
で
暮
ら
し
、
働
き
、

育
て
よ
う
！
笑
顔
広
が
る
元
気
な
ま
ち
Ｎ
Ａ

Ｈ
Ａ
〜
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
市
民
力
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
琉
球
王
朝
時
代
か
ら
の
歴

史
や
文
化
、
亜
熱
帯
特
有
の
気
候
や
自
然
な

ど
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
有
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
生
鮮
マ
グ
ロ
、
琉
球
泡
盛
、
琉

球
び
ん
が
た
、
首
里
織
、
琉
球
漆
器
、
壺

屋
焼

〔
観
光
〕
首
里
城
公
園
、識
名
園
、国
際
通
り
、

第
一
牧
志
公
設
市
場
、
波
の
上
ビ
ー
チ
、
那

覇
三
大
ま
つ
り

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
沖
縄
国
際
映
画
祭
、那
覇
ハ
ー

リ
ー
、
一
万
人
の
エ
イ
サ
ー
踊
り
隊
、
那
覇

大お
お

綱つ
な
ひ
き挽
ま
つ
り
、
首
里
城
祭
、
琉
球
王
朝
祭

り
首
里
、
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
、
読
売
巨
人

軍
春
季
キ
ャ
ン
プ


